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概略 
 日本で栽培されているモモは、芽の休眠打破に必要な低温要求量（7℃
以下）が約1000時間と大きい。今後、地球温暖化の進行により、低温遭
遇量の不足による発芽不良が生じることが予想されることから、低温要
求量の少ない品種の育成が求められている。一方、ハウス栽培において、
より早期の出荷を目指して早くから加温を開始するためには、低温要求
量の少ない品種が必要となる。少低温要求性品種は、亜熱帯地域に存在
するものの、果実品質に問題がある。そこで、我々は、亜熱帯の少低温
要求性品種と日本の多低温要求性品種を交配し、低温要求量が少なく早
生で果実品質に優れるモモを育成してきた。これまでに2品種（KU-PP1、
KU-PP2）を品種登録し、近隣の研究機関や農家で試験栽培を行ってい
る。本セミナーでは、新品種の育成過程と特性、ハウス栽培での利用に
ついて紹介する。 
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